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 情報学の分野では、研究と実利用の間の距離が狭ま

ってきています。その結果、実サービスから生成され

る大規模な実データが研究資源として不可欠になって

きています。民間企業が実データを多く持っています

が、それをどうやって提供してもらえばいいのでしょ

うか。彼らにとっては社会貢献、現在の課題解決や将

来技術の開発、共同研究、学生など人材のリクルート

などがインセンティブになります。しかし、このタイ

プのデータでは、オープンアクセスはその解にはなり

得ません。また、このようなデータを研究者がそれぞ

れ勝手に集めようとすると、面倒な問題が出てきます。 

 そこで、共通のデータを使おうという話になってき

ます。これには次のようなメリットがあります。研究

者にとっては、研究の再現性や透明性が保証されるこ

と、研究結果を互いに比較するのが簡単になること、

認知されているデータを使うと研究自体をアピールし

やすくなることなどです。 

 研究者のコミュニティーにとっては、1 点目は、共

通のデータセットを使って技術の比較評価のためのプ

ラットフォームをつくれることです。これは個々の研

究者にとってもそうですが、コミュニティーとして研

究を加速するためには非常に重要で、共通の研究課題

を設定したり、評価手法を定義したり、研究成果を蓄

積して過去のものと比べられるような環境をつくって

いったりすることが含まれてきます。2 点目は、コミ

ュニティーを強化するだけではなく、コミュニティー
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情報技術の分野では、研究と実用化の距離が急速に縮まってきており、実運用のシステムで生成される大規模な実データが必

須の研究資源となってきている。国立情報学研究所に設置されたデータセット共同利用研究開発センターでは、インターネッ
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の間をつなぐような連携が、このようなデータセット

を通じて可能になってくることです。 

 データを提供する側にとっては、データセットの認

知が広まることによって、社会貢献がより広く知られ

るようになることと、企業として研究コミュニティー

に対してオープンである、あるいは公平であるという

姿勢をアピールすることができるということです。 

 

データセット共同利用研究開発センターの活動 
 データセットの共同利用のために、2015 年 4 月に

私がセンター長を務めるデータセット共同利用研究開

発センターができました。実際には 10 年以上前から

幾つかの関連する活動があり、それらをまとめる形で

つくられました。情報学研究の推進を目的として、デ

ータセットの提供に関係する活動を行っています。デ

ータの収集、受け入れ、配布だけではなく、そのため

に必要なノウハウを蓄積し、いろいろなところと共有

していきます。さらに、コミュニティーをつくったり、

つないだりすることによって、研究を活性化します。

研究者だけでなく、データを持っている人、提供して

くれる人、つくる人、ユーザー、そしてわれわれ自身

もコミュニティーの一部だと思っています。 

 センターで特にデータ提供に関するサービスを「情

報学研究データリポジトリ（IDR）」と呼んでいます。

図 1 にあるようなデータを受け入れた上で、研究者に

提供しています。これらのデータは三つのカテゴリー

に分類されます（図 2）。一つ目は、民間企業の特に

商用のインターネットサービスから生成された実デー

タです。Yahoo!データセット、楽天データセット、ニ

コニコデータセット、リクルートデータセット、クッ

クパッドデータセットなどがあり、これらはいずれも

インターネット上のかなり大規模なサービスで蓄積さ

れたデータを提供してもらっています。二つほど現在

準備中のものがあります。これも皆さん結構おなじみ

のもので、近々公開できると思うので、楽しみにして

いてください。 

 二つ目は、研究目的で研究者や研究機関によってつ

くられたデータです。音声コーパスは、音声研究、音

声認識、音声合成、音声解析などを行っている研究者

や企業等でつくられた研究用のデータです。古典籍デ

ータセットは近々公開しますが、日本語の歴史的典籍

の画像データを中心としたデータセットです。これは

国文学研究資料館がいろいろな大学と連携してデータ

ベースをつくり、その公開について IDR がお手伝い

するというものです。 

 三つ目は、「評価型ワークショップ」を通して得ら

れたデータです。ここでの評価型ワークショップとは、

特に情報アクセス技術の評価のために行われているワ

ークショップで、その過程でつくられた NTCIR テス

トコレクションというデータがあります。 

 このようにつくられたデータをどうやって配布して

いるかという手続きも大きく分けて三つあります。 

 一つ目は、契約書ベースの提供です。データの提供

者には、それぞれの考え方やデータの性質などに応じ

（図 1） 
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 Yahoo! Data Set
 Rakuten Data Set
 Niconico Data Set
 Recruit Data Set
 Cookpad Data Set
 NTCIR Test Collection
 Speech Corpus
 Image Database of 

Japanese Classical 
Documents (planned)

 Two more Data Sets in 
preparation

（図 2） 

 Real Data generated by Commercial Internet Services
 Yahoo! Data Set
 Rakuten Data Set
 Niconico Data Set
 Recruit Data Set
 Cookpad Data Set
 Two more Data Sets in preparation

 Research-purpose Data created by Researchers and Research 
Organizations
 Speech Corpus
 Image Database of Japanese Classical Documents (planned)

 Research-purpose Data created via Evaluation Workshop 
organized by NII
 NTCIR Test Collection
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て、どのようにしたいという希望があるため、契約書

ベースにもバリエーションがあります。NII がサブラ

イセンスを受けて契約する、企業が直接契約する、契

約までは要らず、利用規約に同意書を出してもらえば

いいといったレベルが幾つかあります。 

 二つ目は、オンライン登録すれば使えるというもの

です。ニコニコデータセットは、皆さんよくご存じの

ニコニコ動画のデータセットで、名前、電子メール、

その他を少し登録してもらえば使えます。名前も実名

でなくハンドルネームでも何でもいいという、かなり

緩やかなものになっています。NTCIR テストコレク

ションについては、きちんと名前、所属、電子メール

を入れることになっています。 

 三つ目は、オープンアクセスです。古典籍データベ

ースについては、CC BY-SA でオープンアクセスを予

定しています。 

 次に、データを提供する側は、いろいろ心配事があ

るので、データの使い方に制約を掛けることがありま

す。特に民間企業の場合は心配事が大きく、コピーラ

イト、プライバシーや個人情報、ユーザーからの非難、

経済的利益の機会を逃すことなどが挙げられます。特

に商用のインターネットサービスの事業者では、サー

ビスのユーザーのプライバシーや個人情報に関して非

常に慎重です。また、法律的には全く問題なくても、

使い方によってユーザーから非難を受けて炎上してし

まうというようなことは起こしたくないと考えていま

す。本当はこれが一番怖いです。 

 このような心配があるので、データを第三者に提供

してはならない、商用利用してはならない、学術的な

出版物や研究会等でも、個人や団体を特定できる情報

は公表してはならない、といった条件が付きます。デ

ータセットによっては、インターネット上の情報との

マッチングが禁止されています。提供いただくデータ

は個人データを除去してありますが、テキストはその

ままで入っているので、それをインターネット上でそ

のまま検索すると、ユーザーのハンドルネームなどが

分かるため、個人情報に近いものが判明してしまうの

です。それを分析するとますますまずいことが分かる

可能性があるので、これを気にして禁止することがあ

ります。一部のデータセット提供者は、研究成果を発

表する際に事前チェックを要求します。これも同じよ

うなことを気にしているからです。 

 ここ約 10 年間の新規利用申請数を見ると、ニコニ

コデータセットを公開したところで急増しています。

日本中に情報学分野でこの種のデータを使う研究者グ

ループがどのぐらいあるか推定するのは難しいのです

が、使う可能性のある研究者はかなりの比率で使って

いると考えています。 

 

データセット共同利用の流れ 
 図 3 は、データセット共同利用研究開発センターに

おける IDR のサービスに関する業務を図示したもの

です。データを受け入れ、保管し、概要を公開し、オ

ンラインで研究者に配布します。研究者は研究成果を

発表したものを、年に 1 回報告してもらいます。これ

らの研究成果は集約して、データ提供元にフィードバ

ックをしています。この全体の過程において、データ

を提供していただける方には、契約方法やデータ構築

方法などに関する支援をしたり、研究者に対する統一

的な窓口としての機能を果たしたり、簡単な技術支援

をしたりという活動も行っています。 

 データの提供者と話をするときは、著作権やデータ

配布のためのノウハウの提供や、データセットを提供

する際のアイデアソンの提案などを行い、研究成果の
（図 3） 
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フィードバックなど業務にも貢献できることを説明し

ます。 

 その事例として、特定のデータセットにフォーカス

して、情報交換会のような研究集会を開くということ

が行われています。また、データを配布する前に、研

究者の興味を把握したり、現在の課題や意識、アイデ

アを共有するために、企画型の集会などが開かれてい

ます。12 月 18 日にはたまたま同じ日にこのような集

会が二つ予定されています（図 4）。一つは、料理デ

ータを使ってどういう研究ができるのかについて、研

究者やデータ提供者が集まって意見交換をします。も

う一つは、古典籍データセットで、どういう研究をし

たらいいかということについてアイデアソンを行いま

す。ご興味があれば、ぜひご参加を検討ください。 

 コミュニティーをつくるということについては、評

価型ワークショップを開催し、一つの厳密に定義され

た課題をみんなで共有して、いろいろな技術でトライ

する中で、非常に強いコミュニティーが形成されると

いうことがあります。IDR のデータセットを使った事

例としては、Yahoo!知恵袋データを使ったコミュニテ

ィーQA や、楽天レシピデータを使ったレシピサーチ

などがあり、コミュニティーの形成に寄与しています。

データセットを使ってコンペティションを行うことも

有効な手段で、そのような取り組みも行っています。 

 また、異なる分野のコミュニティーをつなぐという

ことでいえば、例えばレシピのデータでは、栄養学や

経済、環境などの分野の研究者からも使いたいという

要望が出てきます。このような共通のデータセットが

あると、それに興味を持ったさまざまな分野からのア

クセスも期待できるようになります。これらを、アイ

デアソンなどを使ってつないでいく活動はこれから積

極的にやるべきことだと考えています。 

 

今後の課題 
 まず評価についての課題があります。一つ目は、ユ

ーザーの把握です。契約ベースの提供なら簡単ですが、

オンライン登録だとすぐにユーザーが追跡できなくな

りますし、オープンアクセスだと一体どうすればいい

のか、という問題があります。 

 二つ目は、ユーザーが生産した研究成果の把握です。

これは DataCite やデータジャーナルが一つの解になる

と思いますが、IDR が扱っているようなデータセット

が果たしてこれに載るかどうかは定かではないので、

研究が必要なところです。 

 三つ目は、研究に対してのデータセットの価値の測

定です。 

 四つ目は、このようなデータセットを提供するとい

う IDR の活動の価値の測定です。これらをきちんと

評価することが、われわれが活動を継続してゆくため

には必須となるので、お知恵があればぜひ教えていた

だきたいと思います。 

 また、現在はライセンスや個人情報などが制約とな

って提供できていないものを提供してもらえるように

する環境づくりを考えています。例えば、個人情報に

関わりそうで危ないけれど研究には使いたいデータ、

サイズが大き過ぎるデータ、商品価値が高いために流

出が懸念されるデータなどを提供してもらうために、

クラウドベースのプラットフォームをつくる、あるい

は、Evaluation as a Service（EaaS）という形で、ネット

ワークから隔離されたシステム環境の中で評価をして

結果だけ返すという仕組みをつくる方向で考えていま

す。その上で、どのようなライセンスのスキームにすれ

ばどこまでデータを提供してもらえるかについては、社

会的な面からの研究が必要になってくると考えています。 
（図 4） 

 Plan meeting  gathering data owner and researcher

 Session in 2015 HCG Symposium
“Forefront of research using large 
scale cooking recipe data”
Dec. 18, 2015 in Toyama

 Ideathon:
“Workshop on Open Data of 
Japanese Classical Documents”
Dec. 18, 2015 in Kyoto

12

Ideathon held in 
advance of releasing 
Recruit Data

https://twitter.com/arg/status/
440822789646217216
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